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日中韓3国共通の歴史教材

を手に他者認識の重要性を

訴える大日方純夫さん

二∵圭＼㍑一一転gO憎

伊那で平和祈念集会大日方早大名誉教授講演

□
口曜日RH71月8毒

日
中
韓
共
通
の
歴
史
教
材
作
り

に
取
り
組
む
早
稲
田
大
学
名
誉
教

授
の
大
日
方
純
夫
さ
ん
（
須
坂
市

出
身
）
が
．
1
6
日
、
伊
那
市
で
開
い

た
戦
後
8
0
年
平
和
祈
念
集
会
で

「
戦
争
の
過
去
を
平
和
の
未
来
へ

う
東
ア
ジ
ア
打
視
点
で
考
え
る
戦

後
8
0
年
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

相
手
の
視
点
と
立
場
で
歴
史
を
認

識
し
、
対
話
と
交
流
で
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
「
戦
争
と

力
を
克
服
し
て
国
際
観
を
作
鼻

と
語
り
、
一
日
国
主
義
や
排
外
主
義

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

大
日
方
さ
ん
は
1
9
5
0
年
生

ま
れ
。
2
0
0
2
年
に
日
中
韓
3

国
の
研
究
者
や
教
育
者
と
歴
史
教

材
作
り
を
始
め
、
0
5
年
に
「
未
来

を
ひ
ら
く
歴
史
」
を
3
国
で
同
時

刊
行
。
そ
の
後
も
編
さ
ん
作
業
の

ま
と
め
役
を
担
い
、
1
2
年
に
は
「
新

し
い
東
ア
ジ
ア
の
近
現
代
史
（
上

・
下
）
」
を
発
表
し
た
。
今
年
9
月

に
は
3
冊
目
と
な
る
「
新
・
未
来

を
ひ
ら
く
歴
史
」
を
出
版
予
定
と

いう。講
演
で
は
、
高
校
の
歴
史
総
合

向
け
に
編
集
し
た
最
新
刊
を
紹
介

し
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
戦
後
を

解
説
し
た
。
第
3
部
1
章
1
節
の

「
8
月
1
5
日
は
何
の
日
か
」
で

は
、
日
本
に
は
敗
戦
、
中
国
や
連

合
国
は
勝
利
、
朝
鮮
や
台
湾
に
は

日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ

れ
た
日
で
あ
る
こ
と
を
記
載
し
、

「
他
の
国
の
国
民
と
し
て
生
ま
れ

て
い
た
ら
、
何
を
感
じ
た
か
」
を

問
い
掛
け
た
。

大
日
方
さ
ん
は
、
共
通
教
材
作

り
を
「
国
を
開
き
、
未
来
を
開
く

た
め
の
取
り
組
み
」
と
語
り
、
「
連

帯
、
対
話
、
交
流
で
信
頼
関
係
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
戦
争
と
力

を
克
服
し
て
国
際
観
を
作
っ
て
い

く
。
溝
で
は
な
く
橋
、
分
断
で
は

な
く
絆
を
作
る
べ
き
だ
」
と
強
調

し
た
。
そ
の
上
で
「
自
分
を
豊
か

に
す
る
た
め
に
こ
そ
相
手
を
知

る
。
独
り
よ
が
り
に
な
る
と
自

が
分
か
ら
な
く
な
り
、
I
未
来
が
見

え
な
く
な
る
。
こ
の
教
材
を
使
い

な
が
ら
対
話
と
交
流
を
し
て
ほ
し

い
」
と
願
っ
た
。

集
会
は
上
伊
那
地
域
で
平
和
運

動
に
取
り
組
む
3
0
団
体
で
構
成
す

る
「
平
和
の
た
め
の
上
伊
那
戦
争

展
実
行
委
員
会
」
が
主
催
し
、
約

1
5
0
人
が
聴
講
し
た
。
宮
下
与

兵
衛
委
員
長
は
「
過
去
に
目
を
閉

ざ
す
独
裁
者
が
戦
争
を
続
け
て
い

る
」
と
語
気
を
強
め
、
若
者
の
平

和
運
動
に
期
待
を
寄
せ
た
。（唐沢宏）


